ももくさの
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　背後から抱き締める。やわらかな身体の感触と、その温もりを白衣越しに感じる。
　驚いた彼女が腕を解こうと身をよじるが、その力は強くない。逆にその抵抗がこちらの心を昂ぶらせる。
　
　開いたブラインドから、高い空と、色付いた山並みが見えていた。
　
　

　
　
　
　
　
　俺の病気が治り、その数日後に肌を合わせて以降、恭子さんはずいぶんと忙しい日々を送っているようだった。
　ワクチン生産に関する研究資料の整理、一旦未来へ行くための準備、俺の経過観察、等々。養護教諭としての職務もこなしながらなので、端から見ても本当に大変そうだった。
　もちろん、恭子さんの部屋に行く時間などあろうはずもなく、実は少し……いや、かなり、溜まっていた。我慢できずに自分で処理することもあるが、健康な若人がそれで満足するはずもなく、あの、体を重ねる至極の悦楽を求めて止まない今日この頃だった。
　
　夕暮れの保健室。今日も、忙しく仕事をこなす恭子さんにコーヒーを用意する、という名目で保健室に入り浸っていた。
「ね～、恭子さ～ん」
「なぁに？」
　書類に目を落としたまま返事をする。
「しましょうよ」
「バカ」
　一言で却下される。
「もうずいぶんご無沙汰じゃないですか～」
「い・そ・が・し・い・の！　まったく……中学生じゃないんだから、ちょっとは我慢しなさいよ」
　一度こっちを向いてそう言うと、また仕事に戻る。
　正直、我慢はそろそろ限界だった。
　
　
　翌日は、俺の定期検査の日だった。研究室に下り、恭子さんに採血をしてもらう。
「いい？　針を扱うんだから、変なことしちゃだめよ」
　ちょっと腕を伸ばすと恭子さんの胸に触れられそうな状態なのだが、さすがにここは言われたとおり大人しく血を採られる。
　手際よく、小さなプラスチックの採血管三本を採り終える。
「はい。おしまい」
　そう言って、絆創膏のようなものを採血針の跡に貼ってくれる。
　
　コンコン
　ドアがノックされる。
「結～？　どうぞ～」
　ノックの音で分かるのか、恭子さんが返事をする。
「おつかれさま～」
　ドアを小さく開け、隙間から顔をのぞかせる結先生。
「理事長室にお菓子がありますから、手の空いた時にでも食べてください。それと、私と玲さんはちょっとの間理事長室を離れますので……」
「ＯＫ。コーヒーでも飲みながら留守番しとくわ」
「はい。お願いします」
　恭子さんの快諾を得て、結先生が去っていく。
　採血管の一本を機械にかけ、残りの二本を遠心器に入れてスイッチを押すと、恭子さんがこちらを向いた。
「じゃ、上がりましょ？」
　
　俺の返事を待たずに、ドアを開け階段を上っていく。自然と恭子さんの後ろを行くことになり、
「……………」
　階段を上る恭子さんのおしりが、今目の前にある。白衣を着ているので全くと言っていいほどその形は捉えられないのだが、足の上げ下げによって揺れるやわらかそうな丸い膨らみが、欲求不満な心を強く刺激した。
　顔を押しつけたい衝動と必死で戦いながら階段を上り終え、理事長室へ入る。二人とももう出かけてしまったようで、そこには誰もいなかった。
「あ、そうそう久住、こんば……きゃっ」
　心臓を突き上げる欲求に抗うことが出来なくなり、背後から恭子さんをきつく抱き締める。
「こ、こらっ……！　久住！」
　ほどこうとするが、腕ごと抱き締めているためにその抵抗は弱く、逆に、よじった腰が俺の下腹部に当たって興奮が高まっていく。
「恭子さん……もう、我慢できない……」
　耳元でささやく。首筋からほのかに柑橘系の香りがする。
「だからって、何もここで……んっ！」
　襟足に顔を埋める。強くなった香水の香りの隙間に、わずかばかり恭子さんの汗の匂いがのぞく。
　ちゅっ、ちゅっ、と、ついばむように首やうなじを攻め始める。
「や、あ、こら……待ちなさいってば……」
　腕の力が弱まり、徐々に声が艶めいてくる。
　抱き締めたまま、左手で恭子さんの右胸に触れる。服と下着を通しても伝わるやわらかさ。ほんの十日ほど空いただけなのに、もう何ヶ月も触れていないような懐かしさが指と掌から伝わってくる。
「だめ……、やめ……な…さ……んぅっ！」
　胸を揉む手に強弱をつけながら、恭子さんの意識を淫らな方に引き寄せていく。体の強張りはまだあるものの、腕の力が抜けるのを見計らって、右手をタイトスカートの中に忍び込ませる。
「いやっ……！」
　閉じられた太ももの隙間に指を入れ、付け根の方向へと上げていく。きつい抵抗を感じながら辿り着いた先は、汗なのか、それとも濡れているのか、ほんのかすかだが湿っているように感じられた。
　割れ目を探し出し、指の腹で滑りのいい下着の感触を楽しみながら刺激する。
「んっ……んんっ！」
　必死に陰部から沸き起こる快感に耐える様子が伝わってくる。
「恭子さん、我慢しないで」
　耳に息を吹きかけるようにささやき、軽く耳朶を噛む。
「んぁっ……結や玲が来たらどうするの……」
　恭子さんの息が少し乱れ始めている。
「しばらく外すって言ってましたでしょ？」
　言いながら、左手で遊んでいた乳房の頂点辺りを強く押す。
「あっ！……そんな……いつ帰って……来るか……」
「してる最中に入ってきたりしませんって」
　わざとそう言ってみる。
「そん…な……声…聞かれたら……」
　じわっと、指の先にはっきりと分かるくらいの蜜を感じる。親友二人に嬌声を聞かれるところを想像したのだろうか。
　もう一押し、とばかりに、下着の中に指を入れ、陰裂をまさぐり、その先端部の突起を探し当てる。
「く、くず……」
　制止の声を上げる前に、陰核をきゅっとつまむ。
「あああぁっ！」
　背中が反り、次の瞬間には脱力したように理事長の机に倒れ込む。玲さんの机に上半身を預け、おしりを突き出すような姿勢になった恭子さんに、股間の肉棒が痛いくらいに自己主張してくる。
「入れるよ、恭子さん」
　軽く達したのか、恭子さんは荒い息をするだけで返事はない。
　ズボンのチャックを下ろし、熱く屹立した男根を取り出す。久しぶりの交わりを前に、先走りに濡れた亀頭がひくついている。
　白衣の裾をめくり、スカートを濡れそぼった下着の中央が見えるくらいまでずり上げる。太ももを伝うほど蜜を溢れさせた秘窟を、股布を横にずらすだけでのぞかせ、ナニを突き入れる。
「あっ…あっ…ああっ！……」
　からみつくような膣壁を堪能する間もなく始めた前後運動に、恭子さんの声が重なる。じゅぶ、ずぷ、という水音に、ぱんぱんと肌を打つ音。辺りに漂い始める淫臭とともに、久方ぶりに肌を合わせている実感と、求めて止まなかった悦楽を体全体で感じ取る。
「あぁんっ！…あ、あ、くず…みぃっ！」
　恭子さんの膣内なかがきつく締まる。声に拒否や困惑の色はもうない。
「やっぱり……恭子さ…ん、だって……待ってたん…でしょ？」
　ピストンを繰り返しながら、空いた手で豊かな胸を揉む。
「はっ……ん……ばかぁ……」
　そう言いながらも、腰はさらなる快楽を得ようと動き、淫らな襞が肉棒をやわらかく、時に力強く包み、悦楽の証を搾り取らんと動く。
　頭にもやがかかったように、腰を強く打ちつけることしか考えられなくなる。
「やっ……あぁっ……激し…す…ぎっ！」
　細切れになる呼吸、落ちる汗、淫靡な水音、次第に大きく、昂ぶりを増していく嬌声。
「恭子…さ…ん……」
　体の奥からせり上がってくるものに、もう先が長くないことを知る。
「あ……く…ずみ……来てっ！……んぁっ！…あっ……熱いのっ！……」
　膣全体が勢いよく締まったのと同時に、白い奔流が膣奥に向かって吐き出される。
「あああああああああぁっ！」
　一際高い声が、理事長室に響き渡った。
　
　
　白濁を吐き出し終えても、一向に治まらない欲望。もう一戦、今度は体の負担が少ないソファで……と、一旦竿を抜き、力の抜けきった恭子さんを後ろから抱きつくような形で移動させ、ソファに座らせる。
　やはり陰部をいじるのに下着は邪魔だなと、脱がすため、ひもに手をかける。
（……………ひも？）
　タイトスカートを限界までめくり、そして、確認してみる。
「……………」
　仄暗い影の中、両太ももの付け根に見える三角形の布。やはりそれは、『ひもパン』と呼ばれる下着以外の何物でもなかった。
　
　
　その十分ほど前。
　扉の向こう側から聞こえる親友の嬌声を前に、二人はただ立ち尽くすしかなかった。
「は、入れませんねぇ……」
　引きつり気味の声で結。
「今入ったら、お互いにとって不幸なことになりますね」
　一応は冷静な玲。
「ちょっと、校内を散歩でもしましょう」
　歩き出した玲の言葉に頷き、結もついていく。
「最近お忙しそうでしたからね……」
　玲が呟く。
（そうそう、何て言ったっけ……？）
　結が頭の中の引き出しを探す。
（あ！……そう、人なとがめそ……でした）
　
　
　恭子さんがそっぽを向き、唇を尖らせている。怒っている……とまではいかないにしても、ご機嫌斜めなのは間違いない。
（何から謝るべきだろう……）
　急に襲いかかるようにエッチしたこと、理事長室で事に及んだこと、少々乱暴だったこと、色々あるが、やはり……
「ごめんなさい、恭子さん」
　とりあえず謝ってみる。
「何が？」
「その……下着のこと」
　一番機嫌を損ねているのはそこだろう。下着を脱がさずに、スカートも中途半端に上げただけなのでまったく気付かなかったのだ。今までそんなものをはいてるのを見たことがないし、恭子さんが自分の満足のためだけにそれをチョイスするとは思えない。多少の自惚れ込みで言うが、俺のために身に付けてくれたと思って間違いないだろう。
「気付かなくて……」
　素直に頭を下げる。おまけに、気付いた時にはもう愛液と精液でぐちょぐちょだった。
「せっかく……」
　そっぽを向いたまま、目だけこっちに向ける。
「久住のために買って、最近暇がなかったけど今夜は予定が空くから……久住を呼ぼうと思って、朝から楽しみにしてたのに……台無しじゃないっ！　この鬼畜！　変態！　せっかち！　がっつき魔！」
　ひどい言われようだとは思ったが、言い返すことは出来ない。
「……でも、恭子さん見てると我慢できなくて……」
　言い訳のように呟く。
「は～あ……」
　わざとらしく溜め息を一つつかれる。が　クスッと、恭子さんが笑う。
「いいわ。許してあげる」
　ためらいがちに、恥ずかしさに頬を紅葉色に染めながら、ソファの上でそっと足を開く。
「優しくしてくれたら……ね」
　頷き、キスを交わす。
　
　サイドのひもに指をかける。意外にあっけなく、しゅるっとそれはほどけた。
　
　

　
　
　ももくさの　花のひもとく　秋ののに
　
　　　　　　思ひたはれむ　人なとがめそ
　
　
『古今和歌集』秋歌上より　よみ人しらず
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
OEBPS/nav.xhtml


		

			

						

					本文

				



			



		

	

